






　Report; Signature of proletarian painter Kawagoe Atsushi confirmed 
by infrared photography. - From the investigation of historical 
materials preserved in Miyazaki prefecture -
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abstract
　We confirmed the portrait of Esperanto founder Ludovic Zamenhof in the 
conservation activities of the material ,conducted in Miyazaki city, Miyazaki 
Prefecture. In Miyazaki city, a portrait with almost the same composition is drawn by 
EI-Q (Hideo Sugita). 
　Therefore it was expected that this portrait was related to EI-Q and Miyazaki 
Esperanto Club. As a result of photographing the sign drawn in the portrait with 
an infrared camera for cultural property, it was confirmed that there was a high 
















　宮崎県では平成 17(2005) 年の台風 14 号による被害を受けて、文化財等資料を保全・
保存する活動を実施する宮崎歴史資料ネットワークを結成し、同県内での資料保全活




　平成 28 年 4 月に、宮崎県宮崎市の旧城ケ崎地区 ( 現在の恒久町 ) での資料保全活動
を実施した。この活動は西南戦争後の明治 16(1883) 年、宮崎県の鹿児島県からの分
離再設置直後に建設された住宅 ( 商店兼 ) である旧崎村邸の老朽化によるやむを得な
い解体に伴って実施されたもので、文書資料をはじめ江戸後期から第 2 次大戦期まで
の数々の歴史的資料を確認・保全した ( 註 1。この保全活動に際して 1 枚の油彩画を確
認した ( 写真 1)。描かれているのはボーランドのユダヤ人医師であるルドヴィコ・ザ
写真 1: 旧崎村邸で確認された「ザメンホフ像」
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ントとの関係が深かったと言えるだろう ( 註 2。
3: 油彩画と川越篤
　瑛九による『ザメンホフ像』は昭和9(1934)年頃に制作され、実家である杉田家にあっ





図書館の杉田文庫に所蔵されている Edomond Privat 著 "Vivo De Zamenhof"(1923) 及
写真 2: 宮崎に関わる「ザメンホフ像」













県内で活躍した川越篤の名前が挙げられた ( 註 3。川越は、西南戦争後の宮崎県再設置
運動を推進して、鹿児島県からの分離を果たし、宮崎県議会議長を務めた川越進の息





成された全日本無産者同盟 ( ナップ ) の機関紙『戦旗』( 昭和 3<1928> 年 5 月～昭和
6<1931> 年 12 月 ) に度々作品を寄稿しているが、昭和 3(1928) 年 7・12 月刊行の同
誌 1-3・1-8 掲載の作品には、それぞれ図のキャプションと署名に "AR" との記載が確
認される事から、翌年 1 月に結成された日本プロレタリア美術家同盟 (AR) へと参加
していた事が判る。昭和 3(1928) 年 11 月の第 1 回プロレタリア美術大展覧会にはナッ
プの一員として「おかど違い」・「闘争を通して結党へ」・「虚勢を張る」・「黎明」の 4
点の絵画を、翌年 12 月の第 2 回プロレタリア美術大展覧会には漫画で「尻ッポ」・「陰
謀」の 2 点の作品を出展している ( 岡本・松山編著 1967,p.257-299)( 註 5。また、日
本プロレタリア美術家同盟 (AR) と造形美術家協会が昭和 4(1929) 年 4 月に合併した
以後の日本プロレタリア美術家同盟 (PP) においては中央委員として名を連ねているも
写真 3:「日南海岸」( 現在は宮崎県立美術館蔵、写真も同館提供 )
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のの、同 12 月の第 2 回プロレタリア美術大展覧会前に、改正治安維持法によって起
訴されている ( 岡本・松山同 p.155-173)( 註 6。
　川越は第 3 回以降のプロレタリア美術大展覧会には出展しておらずその後も団体の




等学校旧蔵『日南海岸』( 昭和 13 年 ) がある ( 写真 3)。また、昭和 14(1939) 年の第
3 回新文展には、「第二部　絵画 ( 西洋画 )」において「観劇 ( 素描 )」というタイトル
で出展している ( 日展史編纂委員会 1990,p.242)( 註 7。
　第 2 次大戦後、川越は宮崎美術協会の設立に尽力し、自宅を事務局とし、自ら会長
となって宮崎美術協会をまとめている。また、昭和 24(1949) 年からの宮崎県美術展
( 現在の宮日美術展 ) 開催にも力を注いでいる。県展開催時の日向日日新聞紙上に「地
方美術のあり方」というタイトルで論評を寄稿しているが、ここでは「中央画壇の動
向に盲従するものと、中央画壇のすう勢に全く無関心な孤立主義」への批判を強調し

























1.( 上 )「サテ、どの首を」昭和 26 年 6 月 10 日記事
























ては有用な存在であった事がよくわかる ( 写真 4)。
　ところで、『日本プロレタリア美術史』には、日本プロレタリア美術家同盟機関紙





























がある。昭和 29(1954) 年 8 月、旧日本プロ
レタリア美術家同盟のメンバーが東京で集







ている。小村家所蔵の『小村保蔵像』は ( 写真 5)、川越が旧制赤江小学校時代の校長
( 第 7 代校長 ) であった小村保蔵氏を描き同校校長室に飾られていたが ( 註 9、後に小村
家へ寄贈されたものである。
　『日南海岸』( 写真 3、宮崎県立美術館蔵 ) も元々宮崎県立宮崎工業高等学校へ川越
本人が寄贈したものであり、宮崎での学校関係施設や個人を描いた他の作品の存在が
予想される。『日向日日新聞』昭和 25 年 10 月 27 日記事「本県美術界の動向」には、





油彩で 335mm × 242mm(4 号相
写真 7: 旧崎村邸「ザメンホフ像」の劣化状況
1. 可視光線による撮影
f/5.6, シャッタースピード 1/4 秒 , 焦点距離
90mm
2. 赤外線による撮影





× 410mm;10 号相当 ) よりも長辺で 200mm 近く短い。表面は経年による埃汚れ、全
体的な亀裂・虫糞・外傷による削痕・キャンバスの劣化や歪み・水濡れの痕跡等の劣
化が確認される ( 写真 7)。
　今回この「ザメンホフ像」に描かれた、一部肉眼で観察される署名と考えられる記
載について、赤外線カメラによる撮影を実施した。カメラは鹿児島大学法文学部所蔵
の PENTAX645Z IR を使用した。その結果、写真 8-2(f/5, シャッタースピード 5 秒 ,
焦点距離 90mm) のように、写真 8-1 では不鮮明であった部分が解明された。撮影画
像からはこの記載が "A.Kauago 〇 " であると判読出来る。" 〇 " の部分は丸い書体が
"e" とも読み取れるが確証出来ない。一方、"ua" の部分はエスペラント表記で記載され
ている事を確認し ( 註 11、カナで " ウア " と発音される。従ってこの表記はエスペラン
トアルファベットであり、カナ表記としては " ア . カウワゴ〇 " に相当する。以上のよ
うな結果からは、油彩画が川越篤による作品である可能性が高いと判断出来よう。
1.「治安維持法改惡 ( 漫畫 )」( 左上 )
2.「AR 共産事件を公開せよ！」( 右上 )




きな口を開けており、人物を喰っている様子である ( 写真 9-1)。そして猛禽の胸部に
は「治維法　緊急勅令」と書かれ、同年 3 月の三・一五事件を経て 6 月に「治安維持
法中改正ノ件」として議会で審議されたものの賛同を得られず、緊急勅令によって改
正された治安維持法 ( 昭和三年・勅令第一二九号 ) に対する素早く、強い批判を表現
している。
　同年 12 月の『戦旗』1-8 には「AR 共産事件を公開せよ！」という作品が掲載され
ている ( 写真 9-2)。演壇に立つ大礼服姿の権力者 ( 数々の思想弾圧政策を行った当時
の田中義一首相か？ ) に対して「署名書」と書かれた紙が方々から投げつけられ、絵
の右側には「共産党公判の公開を要求しろ !!」と記載されている。三・一五事件の第








9)。昭和 3(1928) 年 7 月に刊行された『戦旗』
1-3 の「治安維持法改惡 ( 漫畫 )」は、裸体で後
ろ手を縛られた人物が横になって頭から血を流
し、その上に止まる大型の猛禽は下を向いて大
　また、翌昭和 4(1929) 年 9 月の『戦旗』2-9 では
「時事漫書 東支鐵道問題」という作品が掲載されてい




と書かれている ) を、辮髪らしき人物 (「支那〇〇 ("









えるだろう ( 註 12。
　これら『戦旗』に掲載された 3 作品の署名を確






( 写真 4) の署名
写真 12:「小村保蔵」像の署名
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と署名されている ( 写真 10)。これらは細部では異なっているもののいずれもファー
ストネームの " 篤 " が元になっており、頭文字の "A"・"T" が大文字で記載されている。
　一方で、戦後の『日向日日新聞』に掲載された川越の挿絵の署名を確認すると " 川 "
と "g" を縦に繋げたものであり、大戦前のものとは異なっているのが判る ( 写真 11)。
これと同様のものは『小村保蔵像』にもある ( 写真 12)。
　いずれも『ザメンホフ像』に記載された署名とは大きく異なっており、従ってこの














として瑛九のザメンホフの肖像もあった」と述べている ( 小林 2012,p.27)。川越の「ザ
メンホフ像」もこうしたエスペラントの普及を目的として制作された作品であったと
位置付けられよう。小林が調査した宮崎エスペラント会の " ザメンホフ祭 " などの写
真には、瑛九の作品とも今回の川越と考えられる作品のものとも明らかに異なった「ザ




エスペラント運動 )、第 2 次大戦前の宮崎エスペラント会はこうした労働運動とは近






























崎エスペラント会の当時の記録写真には昭和 8 年 12 月 15 日の同会第 1 回総会の記
念写真に崎村の姿があり ( 写真裏面に "sakimura" の記載がある )、宮崎でのエスペラ
ント活動に当初から関与していた事が理解出来る。崎村徳治は昭和 23 年に死亡して
おり、戦後のエスペラント活動への積極的な関与は限定的であったと考えられる。
3: 吉田健氏 ( 宮崎県立美術館、当時 ) によるご教示。
4: 川越篤に関する記述は、昭和 49 年 3 月 30 日『毎日新聞』宮崎版記事「宮崎の文
化　その現状と展望　第三部 <17>　物故作家中　川越篤」による所が大きい。宮崎
県立図書館文化講座での内容をまとめた大上敏男による「宮崎の近代美術」も、この
「記事に負うことが大であった」( 大上 1986,p.145) とし、実際に記事に記載された内
容を多く引用している。
5: 作品「虚勢を張る」は第一回のプロレタリア美術大展覧会展についての岡本唐貴の











7: 原田正俊氏・祝迫眞澄氏 ( ともに都城市立美術館 ) のご指摘による。
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8: 川越が会長にあった事は『宮崎県年鑑　昭和 26 年』に記載されている。また、同
年 1 月 15 日の『日向日日新聞』記事には宮崎美術協会が設立され、川越が会長とし
て推薦された記事がある。さらに「地方美術のあり方」は、第 1 回宮崎県展後の『日
向日日新聞』昭和 24 年 12 月 11 日に掲載されている。これらの文献・記事の存在は
長谷川司氏の御教示による。
9:『日向日日新聞』昭和 33 年 8 月 7 日記事、及び小村明氏の御教示による。
10: 現在、作品そのものの存在は不明である。
11: エスペラント表記については石川千佳子氏 ( 宮崎大学 )、また、松本淳氏 ( 宮崎エ
スペラント会 ) が確認した。
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